




















































































場所（調査地点番号） 構　造　土 標　高（m） 斜面方位 斜面傾斜（°） 地　質凝 引　用
礫質縞状土 5～20 Sa＝Mu
赤石岳～小赤石岳周辺（①） 大型礫質ソリフラクションローブ 2950～3110W～NW 30 Sa＞Mu A
ソリフラクションローブ W～NW／SE 15～30 Sa篇Mu
ストーン・ピット 0
礫質網状土・縞状土 一 0～10
ダマシ平周辺（②） ソリフラクションローブ 2840～2850N～W 15～30 Sa篇Mu
植被階状土 N～NE 10～20
ソリフラクションシート E 20
礫質縞状土 5～20大聖寺平雪窪（⑤） ソリフラクションローブ 2670～2850 NE 20～30 Sa＝Mu B，C
礫質縞状土 NW 20～25大聖寺平周辺（③） ゾリフラクションローブ 2700～2770 Sa＝Mu D，E，　F
植被階状土 NE 20
大型礫質ソリフラクションローブ N
奥西河内本沢源頭部（⑥） 大型土質ソリフラクションローブ 2650～2699 SE 20 Sa＝Mu G
ソリフラクションシート
礫質縞状土 E～SE 20～35 Sa；Mu奥西河内本沢左岸側谷壁斜面（⑦） ソリフラクションローブ 2450～2700
礫質縞状土




礫質縞状土 SE 10～20 Sa＝Mu H前岳南東圏谷（⑨） ソリフラクションローブ 2810～3030
礫質網状土・縞状土 5～20






























構　造　土 斜面方位 全長（m） 幅（m） 比高（m） 平均表面礫径（cm） 傾斜（°） 淘汰




























































ストーン・ピット 一 一 一 一 0．4 15 0
?
礫質網状土・














0．6 一 前面 植被 30
?
N 上面 0．2～0．5 上面 10 5～1020．0
全面 0．5～1．0










































































































































S／SE 0．1 一 細粒 1
5～10 良
















上面 0．2～1．0 上面 5～10 0～5SE 40．0
前面 0。2～1．5
0．2～0．3
前面 植被 20～45
?
tし1§2圏3”A．、4
第7図　丸山周辺の構遣土分布図（等高線間隔10m）
　1：ソリフラクションローブ　2：植被階状土
　3：礫質網状土・縞状土分布域　4：丸山山頂と登山道
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A
A：ソリフラクションローブ（南向き斜面）　　　　　　　　　　B：植被階状土（南東向き斜面）
　　　　　　　　　　　写真8　丸山周辺に分布する構造土
し平行に伸びているが，斜面が急傾斜となる場所では最大傾斜方向に向かってローブが形成さ
れている。また，前面を覆う倭生低木群落によってソリフラクションが制限されている場所と，
礫が溢流している場所が存在するため，とくに斜面下方では，はっきりとした階段状の形態を
呈していない場所もある。一方，南東向き斜面のものは広範囲に分布している（写真8：B）。
この植被階状土は，上面幅0．2～1．Om，前面幅O．2～1．5　m，比高20～30cm程度で，上面は直
線形，あるいは両端が斜面上方に向いた弓状に湾曲しており，等高線に沿って発達している。
南東向き斜面に分布する植被階状土は，北向き斜面のものに比べ段数も多く，その縦断形はロー
ブが複合的に分布している斜面下方のものを除いて，明瞭な階段状の形態を呈している。
5．雪窪，圏谷，沢の源頭部に分布する構造土
??
?????
写真9　奥西河内本沢源頭部に分布する大型礫質ソリフラクションローブ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　小山　拓志
　大聖寺平の東側に分布する雪窪や，前岳南東圏谷内の緩斜面（5～20°程度）には，礫質縞
状土やローブが形成されている（佐々木ほか2007：地点番号⑤，⑨）。どちらも表面角礫層の
淘汰が良く形態も明瞭で，ローブの比高は30～40cm程度，幅0．4～2．Om程度であった。
　大聖寺平から北東に流下する奥西河内本沢源頭部付近の両岸谷壁斜面上には，谷を塞ぐよう
に比高2．0～6．Om，幅40mの大型ローブが形成されており，これらは構成物質から礫質（マ
トリックスを欠く粗礫から構成）と土質（細粒物質から構成）に大別される（澤口ほか2007：
地点番号⑥：写真9）。また，谷頭に存在する幅30m程の細長い凹地の両岸には，ソリフラク
ションシートが形成されている。
　一方，左岸側の谷壁斜面は，マトリックスを欠く粗礫で構成されているが，比較的緩傾斜に
なる場所では植生がパッチ状，あるいは等高線に対して交差する筋状に分布している。そのよ
うな場所（地点番号⑦）には，礫質縞状土やローブが形成されているが，ローブの比高は
20～30cm程度と小さく形態もやや不明瞭である。
　前岳の南北両斜面には，礫質縞状土やローブが形成されている。どちらも規模はそれほど大
きくはないが，礫質縞状土は南～南東向き斜面に，ローブは北向き斜面に分布しているものが
それぞれ表面角礫層の淘汰が良く形態も明瞭である。山頂付近の登山道沿い（北東向き斜面）
には，植被階状土が形成されている。この植被階状土は，上面幅20～30cm，前面幅30～40
cm，比高20　cm程度で，前面はクロマメノキといった媛生低木群落に覆われている。また，
上面は直線形で等高線に対してやや斜行するように発達している。
IV．考
?
　大聖寺平や丸山などの，斜面方位の違いによって異なる構造土が分布している場所をみてみ
ると，ローブは風衝斜面や稜線沿いの強風砂礫地に，植被階状土は風背斜面に規模も大きく形
態も明瞭なものが多く分布するという特徴が見受けられた。とくに，南北の斜面形が非対称な
丸山では，この特徴がより顕著である。これは，礫質構造土の成因と考えられている凍結・融
解作用（とくに，季節的凍結割れ目と凍結による一時的な礫の淘汰作用）の強度と植生の侵入・
生育が，冬の強い北西季節風による積雪の吹き払い，吹き溜まり効果（山頂効果：小泉1984）
の影響を強く受けるためと考えられる。冬期に積雪の吹き払いが生じる風衝斜面では，積雪に
よる保温効果が働かず，凍結作用が地中深くまで強く働くのに対し，積雪が吹き溜まる風背斜
面では，積雪が地表への寒気の侵入と急激な温度変化をやわらげ凍結作用を弱める（小噛
1965，1970）。また，積雪は，強風に伴う各種の物理的ダメージや低温・乾燥から植物を保護
するたあ（高橋・佐藤1994，増沢1997など），風背斜面には植物が侵入・生育しやすい。よっ
て，調査地域における礫質構造土と植被階状土の分布は，斜面方位ごとの積雪環境の違いが大
きな規定要因となっていると推定できる。このような構造土分布の特徴は，これまで北アルプ
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スや大雪山などで報告されてきたこと（小疇1961，1965，1980など）と一致する。
　奥西河内沢本沢源頭部に分布している極めて大型のローブは，澤口（2007）も指摘している
ように，その規模・形態から現在の凍土環境下で形成される可能性は極めて低いため，現在と
は異なる環境下で形成され，すでに形成を停止した化石形である可能性が高い。また，ダマシ
平などに分布しているソリフラクションシートも，新鮮な堆積構造を成している箇所もわずか
に存在するが，前面に倭生低木群落がパッチ状に生育していることから，現在はその形成を停
止していると考えられる。
V．ま　とめ
　本稿では，赤石岳周辺における構造土の分布を明確にし，とくに発達が顕著な4地点の構造
土についてその規模と形態を詳細に記載した。以下に本研究で得られた結果をまとめる。
　（1）調査地域にみられる構造土は，ストーン・ピット，礫質網状土・縞状土，ローブ，ソリ
　　フラクションシート，植被階状土の5種類で，その分布は斜面構成物質や斜面傾斜，植被
　　の有無によって規定されている。また，それぞれ単独で形成されているのではなく，異なっ
　　た種類の構造土が同一斜面上に複合して分布している場合が多い。
　②　ローブは，風衝斜面や稜線沿いの強風砂礫地，あるいは雪窪といった残雪砂礫地に，植
　　被階状土は風背斜面に規模が大きく形態も明瞭なものが多く分布する。とくに，南北の斜
　　面形が非対称な丸山ではこの特徴がより顕著である。
　（3）比高が2．Omを越えるような大型ローブも確認された。
　今後は，現在得られている気温・地温観測や斜面物質移動量などの定量的データ，また内部
構造や年代試料といった発達史を議論するためのデータを使用し，それぞれの構造土の成因を
解明していく必要がある。
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　　　　　　　　The　distribution　and　form
of　patterned　ground　around　Mt．　Akaishi，
　　　　　　　　　　Southern　Japanese　Alps
KOYAMA　Takushi
　　　The　patterned　ground　is　one　of　the　periglacial　landforms，　and　its　size　and　appearance
are　greatly　different　according　to　sediments　and　the　vegetation．　The　purpose　of　the
study　is　to　present　a　total　distribution　of　the　all　kinds　of　patternd　grounds　around
Mt．Akaishi（3120　m　a．　s．1．）and　to　indicate　some　features　about　the　sizes　and　the　forms．
We　found　the　following　types　of　patterned　grounds　such　as　sorted　stripes　and　nets，
solifluction　lobes，　solifluction　sheets，　nonsorted　steps　or　turf－banked　terraces．　The　re－
markable　features　of　the　distribution　are　summarized　in　two　points．　Solifluction　lobes
are　on　the　wind－swept　slopes，　wind－beaten　bare　grounds，　and　snow・patch　bare　grounds．
And　nonsorted　steps（turf－banked　terraces）are　on　the　lee　side　slopes．
Keywords：patterned　ground，　periglacial　landforms，　frost　action，　Southern　Japanese　Alps
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